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 [授業の概要・目的]
哲学の基本的な文献を読み、理解を深める。

第一に、イギリス経験論を代表する哲学者であるジョージ・バークリの『ハイラスとフィロナスの
三つの対話』を読む。

バークリは「存在するとは知覚されることである」というテーゼで知られる哲学者であり、すべて
のものが主観的な存在であると述べているとして従来から理解されてきた哲学者であり、そのテー
ゼについて、長らく哲学者たちの議論の的となってきた。

これによって現代哲学にも大きな提供を与えている観念論の基本的な考え方を理解し、検討する。

 [到達目標]
哲学史的な教養・理解を深めると同時に、現代の哲学に大きな影響を与えている哲学的な考え方を
身につける。

 [授業計画と内容]
観念論の代表的な哲学者であるバークリの『ハイラスとフィロナスの三つの対話』を翻訳で読む

担当者を決めて、担当者が担当箇所の概要を説明する。
※テクストは翻訳を用いるつもりであるが、絶版になっている時は英語版で行う。

たんに訳していくだけでなく、受講生自身がこの問題に深く考える積極的な態度を要求する。

内容を学生と確認しながら進めていくため、一回の授業でどれだけ進むか、そのときどきによるが
一回で２、３ページが目安。

第１回 ガイダンス
第２回　バークリ哲学の背景の解説
第3回ー第14回ハイラスとフィロナスの三つの対話
（第二対話の終わりまでは進む予定であるが、少人数の授業のため、出席者の理解度によって大き
く変化する可能性がある）

第15回フィードバック

哲学基礎ゼミナール(2)へ続く↓↓↓



哲学基礎ゼミナール(2)

 [履修要件]
特になし

 [成績評価の方法・観点]
授業中の発表や発言など、そしてテクストをしっかり予習しているかどうかが重視される。

 [教科書]
バークリ 『ハイラスとフィロナスの三つの対話』（岩波書店, 2008）ISBN:9784003361825
※テクストは翻訳を用いるつもりであるが、絶版になっている時は英語版で行う。
 [参考書等]
  （参考書）
授業中に紹介する

 [授業外学修（予習・復習）等]
講義に関連のある書籍などを読みつつ、自分なりに問題に対して考えてください。

 [その他（オフィスアワー等）]
積極的な発言を求めます。


